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	２．HEM定着法の発想
	筆者は1980年代の初頭に、「静的破砕剤を用いたコンクリート構造物の解体に関する研究」に取りかかった。静的破砕剤は、ダイナマイトに替わり、転石や岩盤あるいはコンクリートを無騒音、無振動で飛散することなく、また粉塵・ガスなども発生せず、安全かつ無公害に破砕できる材料である。静的破砕剤は、セメント状の粉体で、適当量の水で練り混ぜ、スラリー状にしたものを岩盤やコンクリートなどの被破砕体に、あらかじめ穿孔した孔中に充填する。充填後はそのまま放置するだけで、硬化・膨張して数時間後には、孔間に貫通ひび割れを発...
	そこで、外管法、内管法、ダイヤフラム法といった独自の膨張圧測定法を開発した。鋼管（外管）の中に内管型圧力センサーを挿入して、いわゆる二重管試験を実施した結果の一例が図-1である。これより、常温では48時間で40MPa以上の高膨張圧が発生するとともに、外管、内管それぞれに作用する膨張圧はほぼ等しくでている。このような性状は、内管に該当する形状が扁平なダイヤフラム型圧力計でも同様であった。これらの実験結果から、「静的破砕剤の膨張圧は高膨張圧で、液圧的に伝播する」ことがわかった。
	一方、1980年代も終盤にさしかかった頃、FRPは高強度、高耐食性、軽量、非磁性と、多くの長所を有するため、筆者はFRPをPC緊張材として用いる研究を開始した。当然のことながら、PC緊張材として使用するために最も重要なのは、定着方法である。材料の引張試験を行うためにも、材料を掴む装置としての定着具は欠かせない。ところが、一般にFRPは一方向性材料で、表面がデリケートなため、局部的な支圧やせん断に対して弱く、従来のPC鋼材などで用いられる定着法では、FRP本来の引張強度に達する前に定着部での破断が生...
	この時、前述の二重管試験をすぐに思い出した。二重管試験終了後、内管型圧力センサーを再利用のために取り出すには、結局のところ、外管をカッターで軸方向に二つ割りして拘束を外すしかなかった。見方を変えれば、それほど強固に、内管型圧力センサーは、硬化した静的破砕剤の膨張圧によって「定着」されていたことになる。「図-1で示した内管に相当する部分をFRPに置き換えれば、FRPの定着ができる」との着想、すなわち、「破砕する材料」から「定着する材料」への発想の転換は、上記のような体験に基づき、ごく自然な成り行きで...
	３．HEM定着法の概要と実構造物への適用例
	HEM定着法は高膨張圧を利用し、膨張圧が均等に作用するため、ソフトタッチで応力集中が生じない定着法であり、当初はCFRPより線などのFRPの定着法として開発した。現在ではFRPに限らず、通常のPC鋼材の定着法としても有用であることが実証されている。
	図-2に示すように、鋼管スリーブの中心位置にPC緊張材を挿入・セットし、隙間に定着用膨張材（HEM）スラリーを充填する。前章で述べたように、HEMスラリーは充填数時間後に硬化・膨張し、常温48時間で40MPa以上の高膨張圧を発生する。膨張圧の伝播は液圧的であり、FRPは高膨張圧によって鋼管スリーブと一体化した定着体が得られる。所定の膨張圧に達した後に、例えば引張試験を行う場合は、引張試験機にこの定着体をナットで固定することにより、FRPの100％破断荷重まで確実に定着できる。

